
２０２２年度 第９回 共同教化部会（仮称） 議事要旨 

Zoom会議 

 

１ 日 時 ２０２３年６月１３日(火)  １３時３０分～１８時００分 

 

２ 会 議 教区会館（京都教務所） 

 

３ 委 員 藤川 秀行（近江第６組 託仁寺 主査） 東 美恵子（近江第１組   唯傳寺）   

保木  円（近江第２６組 浄立寺）   黄楊川 淳（丹波第１組 満林寺 副主査）   

治田 裕臣（因伯組    緑浄寺）欠 藤枝 良太（因伯組     專證寺） 

  教務所 渡邊  晃（   教区駐在教導   ）   赤松 崇麿（  教区駐在教導  ） 

 

４ 確認事項 

 

  ・第８回議事要旨について確認の上承認された。随時教区 HP に掲載する。 

  ・第９回進行⇒主査 議事録作成→主査・副主査 

  ・黄楊川委員が副主査に就任された 

 

５ 協議事項 

  ▼2022 年度事業報告について 

  ・A3 二つ折り全 8 ページのものとする。１ｐ→2022 年度事業報告、２～５ｐ→組長・組門徒会長研修会報

告、６～７ｐ→組訪問報告、８ｐ→2022 年度総括 

  ・１ｐ（表表紙）topics 決算報告→支出報告 

・＃地区・組巡回懇談会 日時４月２３日→４月２６日 

     ・＃助成事業 組門徒会研修会実施組２６カ組 

            同朋の会推進講座実施組５カ組 

     ・部会活動支出報告は主計に確認。今年度部会としてどれだけ支出があったのか、明確に示すこと

が必要。来年度以降の事業計画にも有効になる。 

  ・６～７ｐ（組巡回懇談会） 

・組巡回報告→組巡回雑感 

・参加者は氏名ではなく人数表記に 

・去来現の説明書きを挿入 

・個人情報に該当する箇所もあるため、掲載の仕方については慎重に。一旦まとめたものを丹波一組

の参加者に確認してもらう。 

・今後巡回を重ねる中で、聞き取りの積み上げによって、教区として何が課題であるのか見えてくる

だろう。 

     ・７月全寺院発送予定。800 部￥17,400 の支出が可能か主計と折衝する。→会議終了後了承を得た 

  ・８ｐ（2022 年度総括） 

     ・冒頭の引用が唐突でわかりにくいため一文入れる 

     ・結びの「我々の精神である」の後に部会員の言葉を入れる 

     ・名称については総括の文中にある通り（仮）のままとする 

     ・主査が書き直したものを共有して確認する 

▼組巡回について 

・来年度は新規 3 か所、丹波第一組再訪予定。 

・新規組については主査、駐在から打診。訪問は部会員２～３名とする。 

・丹波第一組について、2 回目は門徒対象とする。今後副主査と相談 

   ・次回会議までに訪問組を確定したい 

  ▼その他 

   ・欠員補充（２名）について協議。次回会議までに確定したい。 

   ・第８回会議で協議した、来年度部会事業として計画した教区改編に向けた部会間懇談会、本部会懇談

会実施の提案について承認された。本部会事業として実施。 

・長浜教区との部会間懇談会の日時は９月２２日（金）１４：００～長浜教務所。終了後懇親会あり。 

■次回会議について 

 

２０２３年７月２８日（金）１３：３０～１６：３０     対面開催 


